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学生プロジェクト「MONO Racing EV」が、2021年8月24日～9
月2日にかけて開催された、学生フォーミュラ日本大会2021の静的
審査部門（設計審査、コスト審査、プレゼンテーション審査）に出場
し、本学では初となるEV（電気自動車）クラスで日本自動車工業会会
長賞、EV部門ルーキー賞を受賞しました。

▲

次代を担う23歳以下の青年技能者が42職種で技能レベルの日本一を競う大会

59回技能五輪全国大会で
金賞・銀賞を受賞！

第

▲

技能を習得中の企業等に就業していない20歳以下の若者を対象にした技能競技大会

16回若年者ものづくり競技大会で
銅賞・敢闘賞を受賞！

第

総合機械学科4年の武井凌さん（松本研究室・群馬 藤岡工業高校出
身）、中村巧さん（松本研究室・長野 松本工業高校出身）が設計した「持
ち運びしやすく、丈夫なモバイルプロジェクター」が、設計コンテスト
2021（主催：（公社）日本設計工学会）で優秀設計賞を受賞しました。

生フォーミュラ日本大会2021
で自動車工業会会長賞、
EV部門ルーキー賞を受賞！

学

2021年9月2日、Japan Steel Bridge Competition 2021（ブ
リコン2021）がオンラインで開催されました。本学からは、建設学科
と総合機械学科の3年生が共同チームとして、Aチーム、Bチームに
分かれて参加し、Aチームが架設部門で準優勝、Bチームがプレゼン
部門で2位、美観部門で3位という成績を収めました。

第21回 卒 業 設 計コン
クール（主催：（一社）埼
玉建築設計監理協会）で
JIA埼玉賞を受賞した、
喜多秀長さん（2020年
度卒・建設17期生）の作
品「『己の空間』の形成－
折り紙建築をベースとし
た小空間の展開－」が、
埼玉県代表としてJIA全
国学生卒業設計コンクー
ルに出展されました。

リコン2021架設部門準優勝、
プレゼン部門2位、
美観部門3位！

ブ IA全国学生卒業設計
コンクールに出展J

計コンテスト2021
優秀設計賞を受賞！設

▲

木造耐力壁の強度等を競う、対戦形式のトーナメント大会

－1（カベワン）グランプリ2021総合優勝！壁
2021年12月17日～20日に開催された第59回技能五輪全国大会で入賞した学
生に、競技にかける思いや今後の目標を伺いました。

第16回若年者ものづくり競技大会が、2021年8月4日・
5日に愛媛県で開催されました。全国から15職種、選手
330名が出場、本学からも4名（旋盤職種1名、フライス
盤職種1名、木材加工職種1名、建築大工職種1名）の学
生が出場し、旋盤職種で銅賞、建築大工職種で敢闘賞を
受賞しました。

▲左：松村さん　右：田子さん

▲銅賞受賞の井出さん

▲敢闘賞受賞の平田さん

▲Aチーム ▲Bチーム

▲左から新美さん、水沼さん、久米さん

▲モバイルプロジェクター ▲部品展開図

田子 雅也（群馬 勢多農林高校）

松村 拓夢（埼玉 熊谷工業高校）

小堺 奨栄（埼玉 熊谷工業高校）

青木 季羽（群馬 前橋工業高校）

浅浪 遊子朗（茨城 水戸工業高校）

石田 敦也（埼玉 熊谷工業高校）

大槻 聡太（静岡 静岡県富士見高校）

桐山 実久（愛媛 吉田高校）

鈴木 岳大（兵庫 龍野北高校）

三明 杏（埼玉 川越工業高校）

石村 祐斗（愛媛 川之江高校）※

原 祐（長野 野沢南高校）

林 和真（長野 伊那弥生ケ丘高校）

1年

1年

2年

3年

4年

4年

4年

2年

3年

3年

3年

4年

1年

造園

建築大工

建築大工

建築大工

建築大工

建築大工

建築大工

家具

家具

家具

左官

左官

タイル張り

【出場学生】
職種 学年 氏名（出身校）

井出 直希（長野 佐久平総合技術高校）

平田 桐也（宮崎 延岡高校）

小林 蒼（宮城 工業高校）

森上 雄介（東京 聖学院高校）

総合機械 2年

建　　設 2年

総合機械 2年

建　　設 1年

旋盤

建築大工

フライス盤

木材加工

【出場学生】
職種 学科・学年 氏名（出身校）

高校に入学して造園部に入ったのがきっかけで、技能五
輪全国大会に4回出場しています。今まで金賞は獲れま
せんでしたが、非常勤の先生やアルバイト先の社長さん達
からの激励に応えたいという思いで競技に臨みました。本
番では、自分のペース配
分で落ち着いて取り組む
ことができました。来年度
は、国際大会の予選を兼
ねていますので、2年連続
金賞受賞と世界を目指
し、また練習に励みます。

造園職種　金賞　田子雅也さん
（建設1年・群馬 勢多農林高校出身）金

高校3年生の時に出場し、敢闘賞を受賞しましたがメダル
に届かず悔しい思いをしました。その時に指導いただいた
先生から、ものつくり大学を薦められ、進学しました。大
学では、授業と並行しながらの練習で思うようにいかない
時もありましたが、共に出場した5人の先輩方と休日も練
習に励みました。本番は、練習の方が上手くできたなとい
う思いだったので、銀賞と
知り、嬉しさよりも驚きの
方が大きかったです。来
年度は、自分が持ってい
る技術を後輩に教えなが
ら共に成長し、次回こそ
金賞を受賞したいです。

建築大工職種　銀賞　松村拓夢さん
（建設1年・埼玉 熊谷工業高校出身）銀活動内容は

こちら！

2021年10月24日・25日に本学で開催された「壁－1グラン
プリ（カベワンGP）2021」（主催：壁－1グランプリ実行委員
会）で、建設学科小野研究室が総合優勝しました。
カベワンGPは、木造耐力壁の設計競技で、事前に設計し加工
済みの材料を会場で組み立て、2体の耐力壁を油圧ジャッキで
綱引きのように加力して、勝負します。今回は、大学等の教育機
関チーム、ハウスメーカー等の企業チームまたは双方の混合

チームなど全10チー
ムが参加しました。

※一般社団法人日本左官業組合連合会より左官職種競技委員特別賞　敢闘賞を受賞
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2022年1月25日～27日、総合機械学科、建設学科の4年生による「卒
業研究および制作」発表会を開催しました。新型コロナウイルス感染
症の拡大防止のため、昨年度同様、会場内の密を避け、Zoomを活用
しての発表となりました。

2021年11月18日、インターンシップ受入れ企業96社を招き、2021
年度インターンシップ成果発表会を開催しました。2年生4名、3年生4
名から、それぞれのインターンシップでの成果を発表した後、参加企業
からの投票により、最優秀発表者、優秀発表者、敢闘賞を決めました。

齋藤雅人さん（総合機械学科4年・町田研究室・東京 蔵前工業高校出
身）が、卒業制作として開学20周年を記念したレリーフを制作しました。
ロゴマークは銅板、升目状のバックは陶器で作られており、図書情報セ
ンター入口に飾られる予定です。本学にお越しの際はぜひご覧ください。

卒業研究および
制作発表会を開催

開学20周年を記念した
レリーフを制作

ファム ゴック ヴィン特任講師が執筆した論文「Seismic Retrofitting 
Method Using CFRP Sheets for H-Section Steel Beam with 
Variable Cross Section」が、ASCEジャーナルに3度目の掲載となり
ました。
論文は、鋼製橋脚板厚変化部の終局強度とCFRPシートによる補強工
法に関する研究内容で、日鉄ケミカル＆マテリアル、大同工業大学の酒
造名誉教授との共同研究によるものです。　　

ASCE（米国土木学会）ジャーナルに
3度目の論文掲載

2021年12月20
日、本学の留学
生3名と本庄市
立藤田小学校の
6年生22名がオ
ンラインで交流し
ました。この交流会は、藤田小学校の「総合
的な学習の時間」による国際交流の授業とし
て行われ、留学生たちはクイズを交えながら、
自己紹介や母国の文化等を紹介しました。

●TI YOONG JIN（ティ ユンジン）さん
　（総合機械学科3年・マレーシア出身）
●JUSTIN TAN YONG YIK
　（ジャスティン タン ヨン イ）さん
　（総合機械学科3年・マレーシア出身）
●NURLATIF MARDIKA DARMAWAN
　（ヌルラティフ マルディカ ダルマワン）さん
　(総合機械学科4年・インドネシア出身）

木材加工を専門としている赤松明学長が、
2021年11月5日と2022年1月21日に建設学
科の授業『家具技能および実習』において、木
製家具や木ねじ接合部の強度性能に関する特
別講義を行いました。

留学生と小学生の
オンライン交流会を開催

赤松学長が
特別講義を実施

危険物取扱者試験　　　
対策講座を同窓会が実施

ものつくり大学同窓会の主催で「危険物取扱
者（乙4）試験」対策講座が実施されました。受
講者は、卒業生・在学生合わせて27名で、「危
険物の法令」や「物理化学」、「危険物の消化方
法および性質」についての講習を受けました。

交流会に
参加した
留学生

建設学科の大塚秀三教授が、“東京”のまちを舞台に“2年に1度”開
催する国際芸術祭の「東京ビエンナーレ2020/2021」に出展され
た作品の制作協力を行いました。大塚教授は、「東京型屋（とうきょ
うかたや）」という、街に建つ古い木造建築の外周にコンクリートを
打設して「建物の型を取る」プロジェクトに協力しました。

東京ビエンナーレ 2020/2021
出展作品に協力

建設学科の久保隆太郎准教授が携わった「建物の感染症チェックリ
スト（オフィスビル版）」が、一般社団法人日本サステナブル建築協
会より公開されました。
このチェックリストは、新型コロナウイルスをはじめ様々なウイルス
への対策の導入状況を建物の計画段階、運用段階で確認できる気
づきのツールです。

建物の感染対策チェックリスト
（オフィスビル版）が公開

総合機械学科の岡根利光教授が、TANIDA株式会社、国立研究開
発法人産業技術総合研究所、石川県工業試験場と共同で開発した
「差圧鋳造と砂型3D積層造形の活用による航空機用複雑形状鋳物
製造プロセス」が、一般財団法人素形材センターの「第37回素形材
産業技術賞」で中小企業庁長官賞を受賞しました。

第37回素形材産業技術賞　
中小企業庁長官賞を受賞

坂口昇名誉教授および建設学科の大垣賀津雄教授が、「第14回複
合・合成構造の活用に関するシンポジウム」（土木学会複合構造委員
会および日本建築学会鋼コンクリート合成構造運営委員会共催）に
おいて特別講演を行いました。

複合・合成構造の活用に関する
シンポジウムで特別講演

2021年5月29日、
30日に、羽生平和
公園にて「とまり木
パークプロジェク
ト」の一環として、
建設学科田尻研究
室の学生12名が公
園来訪者や出店者
に対して実態・意識
調査を行いました。
今回の調査は、公
園環境をよりよくす
るために活用され
る予定です。

羽生市とまり木パークプロジェクト
で調査に協力

チェックリストは
こちらで
公開中！

(写真左から)

岡野　秀美

佐藤　百華

茨城　玲那

新井　啓太

三浦　優馬

草野　龍星

カボレ　カミーユ

カク　ウジン

最優秀賞

最優秀賞

優秀賞

敢闘賞

敢闘賞

敢闘賞

優秀賞

敢闘賞

建　　設 2年

建　　設 3年

建　　設 2年

総合機械 2年

総合機械 2年

総合機械 3年

総合機械 3年

建　　設 3年

【発表者】
学科・学年 氏名成績 インターンシップ先企業

株式会社天峰建設

岩田地崎建設株式会社

旭工榮株式会社

株式会社二ノ宮製作所

日本ハイコム株式会社

特殊電装株式会社

日本電信電話株式会社　
コミュニケーション科学基礎研究所

株式会社一級建築士事務所
藤原成曉設計室

▲

インターンシップ受入れ企業96社を招いて

ンターンシップ成果発表会を開催イ
▲発表会の様子

▲発表者の皆さん ▲正負交番曲げ載荷実験 ▲FEAモデル ▲FEA解析例

▲完成予想図
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建設学科の澤本武博教授の協力のもと、一
般社団法人日本非破壊検査協会が毎年実
施している「コンクリート強度試験」の講習
会が本学の実習場で開催されました。講習
会には、全国の検査会社の若手技術者ら　
34名が参加しました。

コンクリート強度試験講習会を開催

学生・教職員の健康を守り、安心安全なキャンパスの環境を
確保するため、新型コロナウイルスワクチンの大学拠点接種
を実施しました。行田総合病院（埼玉県行田市）のご支援の
もと、1回目接種は2021年9月11日・12日に、2回目接種
は2021年10月16日・17日に実施し、学生・教職員の他、
学校関係者や近隣の企業の従業員等、延べ940名がワクチ
ンを接種しました。

新型コロナウイルスワクチン大学拠点接種を実施

2022年1月25日～2月14日にかけて開催
された「オンライン彩の国ビジネスアリーナ
2022」に出展し、本学における産学連携の
取り組みや、総合機械学科教員の研究シー
ズについて紹介を行いました。

彩の国ビジネスアリーナ
2022に出展

2021年9月21日～9月30日にかけ、「工科
系大学技術シーズマッチング会 in ものつく
り大学」を産学連携支援センター埼玉と連
携し、開催しました。産学連携の紹介の他、
5名の教員からYouTube配信により研究・
技術テーマを発表しました。

工科系大学技術シーズ
マッチング会を開催

コロナ禍で開催を中止していた「子ども大学ぎょうだ」が2年ぶりに実施されました。行田市内
在住の小学4～ 6年生36名が参加し、本学では建設学科 大垣賀津雄教授および総合機械学
科 町田由徳准教授が講義を行いました。

子ども大学ぎょうだ　2年ぶりに実施

2021年10月30日、ものつ
くり大学同窓会の主催に
よる「Secret花 火 大 会 
～行田の夜空に光り輝く
希望の花火～」を開催し
ました。当日は、敷地内
の立ち入りを関係者の
み・打ち上げ時間を非公
開としましたが、翌々日
に挙行された開学20
周年記念式典の祝砲と
して花火を打ち上げ、
行田市内に希望や元
気をお届けしました。

Secret花火大会を開催

2021年12月14日、本学の隣のレストラン「マスタードシード」様に、2回
にわたりお弁当を無料配布いただいた事に感謝の意を表し、感謝状を贈
呈いたしました。マスタードシード様には、学食がコロナ禍で夜間休業し
ていて困っている学生の為に、日頃よりお弁当を提供いただいています。

マスタードシード様に感謝状を贈呈

『宇宙のまち　さいたま』
フォーラムで
ワークショップを実施

2021年11月14日、総合機械学科　松本研究
室・永井研究室の学生がさいたま市青少年宇
宙科学館で小学生対象のワークショップ「ばね
の力で動くミニカーを制作しよう！」を実施。紙
製のゼンマイで動くミニカーを制作しました。

TOPIC

「所さんの目がテン！」に出演

建設学科の大垣賀津雄教授が、2021年12月19日放映の「所さんの目がテン！（日本テレビ）」
に出演しました。この番組の出演回テーマは「鉄道橋」で、大垣教授は橋梁の専門家として様々
な鉄道橋の構造について解説しました。

「技能五輪全国大会
スペシャル」に出演

第59回技能五輪全国大会で左官職種に出場
した建設学科4年の原祐さん（三原研究室・長
野 野沢南高校出身）が、2022年1月9日放映
の「技能五輪全国大会スペシャル（TOKYO 
MX）」に出演しました。大会前に受けたインタ
ビューや、競技中の様子が放映されました。

▲撮影の様子

▲インタビュー中の原さん

▲お笑いコンビ「セバスチャン」の阿部 健一さんと大垣研究室の学生

TV

▲大垣教授による「ペーパーブリッジコンテスト」 ▲入学式の様子

▲町田准教授による「やさしい文房具を考えよう」

本書は、ダイカスト新聞で2016年6月から
2021年3月まで連載された内容に新たに加
筆し、膨大な図表・画像から構成されており、
ダイカストの未来を創る設計ノウハウ集に
なっています。

ダイカストの設計を考える
西 直美名誉教授
ダイカスト新聞社刊

本書は、建物利用者の健康性、快適性の維
持・増進を支援する建物の仕様、性能、取組
みを評価するツールで、知的生産性の向上に
資する要因や、安全・安心に関する性能につ
いても評価します。

CASBEE－ウェルネスオフィス評価
マニュアル（2021年版）
建設学科　久保 隆太郎准教授ほか執筆
一般財団法人建築環境・省エネルギー機構刊

本書では、次世代自動車に対応する防音や制
振・防振に関する技術や材料の開発について
解説されており、松本教授は、第3章10節「連
続的微分可能な減衰モデルにおける同定およ
びスペクトル解析」の執筆をしました。

自動車室内の静粛性向上と、
防音・防振技術、材料の開発
総合機械学科　松本 宏行教授ほか執筆
技術情報協会刊
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